
SPF豚の畜産産業への導入

北大獣医学部

最近，米国誌のひとつFeedstuffsは「畜産産業50

年の歩みJという特集を刊行したo その内容のうち

家畜衛生の項目の最初に次のようなことがのべられ

ている0
1
)I近年の畜産産業においては家畜衛生を最

優先させることが要求されているO すなわち，限界

ある施設にもかかわらず多頭羽飼育傾向が一層推進

されてきたため，発育促進および疫病の予防と治療

とに関する技術，産業も著るしく発達した。しかし

今日，薬剤に対する国の規制が台頭し，家畜衛生に

対する野放しの薬剤使用は許されないようになって

きた。 J
いうまでもなく，豚の生産性向上については 2つ

の大きな技術的原則があるO そのひとつは育種改良

による優良品種の作出であって，いまひとつは豚群

からの種々の疫病の排除であるO これらはいずれも

養豚における基本であるにもかかわらず，その実現

に際して技術的困難を伴う場合が少なくない。とく

に最近豚に多発している多くの疫病群は死亡率こそ

低いが飼料要求率や育成率をいちじるしく低下させ

育種改良によって得られるはずの利点に大きな障碍

を与えている O このことは官頭にかかげた Feed-

stuffs からの引用によっても明らかであろう。さ

らに数年前から，飼料安全法にもとづく添加物規制

法が施行され，薬剤の飼料添加が大幅に規制される

ようになったo これらのことから子豚用飼料が肥育

後期にまで使用されたり，養豚家自らがミキサーな

どによって飼料中への薬剤添加を行ない結果的に薬

剤の需要がのびるという皮肉な事実がみられる。

表 1には若干古い統計であるが昭和40年代の約10年

間における豚の2場こおける全・部分廃棄件数を示

した。すなわち，昭和41年の 1部廃棄はと殺数の

44.5%である一方，昭和49年のそれは 68.4%と大幅

に上昇しているo また図 1には家畜に使用された抗

生物質の年間使用量の推移を表したo これによると

昭和47年には全使用量の82%が飼料添加剤となって

いる一方，わずか 7年間で使用総量は 3倍に増加し

ているO この間豚の飼育頭数が1.8倍に増加している
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表 l 豚における年次別と畜頭数および獣畜の
と殺禁止または廃棄件数の推移

は と 畜 と殺禁止または廃棄件数

頭 数 ヨ2怯事" 止 全部廃棄 一部廃棄

(昭和)
9.40(91(60%904 ) 〕 (0.0く70%898〉) (0.20.〔42%368) 1 418(144i1%.55〉〕5 

41 

42 10.e32(9130706 ) (0.1021934 ) 山! (;自(0.037 46. 

43 954(61，01208 〉 (O，1O11029 ) M3! 4，で 2
(0，028 50. 

44 9..17(2i.0o3o4 ) 639 ) 2，501 464(055) 1 
(0.007 (0.027 50.6 

45 1146(71.30908 ) 664 3，79! 6.1(08724 ) 
( 0.006 (0.033 53.3 

46 12.'99(81.04018 ) 786 5，68! 700(9133 ) 
(0.006 (0.044 53.9 

47 13.07(2101208 ) 8，00 7.'42(2359 ) 
( 0.OD7 ( 0.061 56.8 

48 14e.30(6190408 〕 870 (10.019 ) 9.'66(0，644 ) 
(0.006 0.07 67.5 

49 15.'71(51.80603 〉 (0.10.02784 ) 
13，22 10'.7(56.e088 ) 

( 0.084 68.4 

(注)厚生省環境衛生局乳肉衛生課編 (1975):食品衛生

研究， 25巻， 9号から。

が，なお薬剤の絶対使用量に延びがみられる。これ

らの成績からひとつの問題点が浮上しよう。すなわ

ち，使用薬剤量が増加したにもかかわらずと場ら邑

ける内臓廃棄率に上昇がみられることである。し凋V

れにしても現在わが国の豚群にみられる疾病は投薬

によっ℃単純に治療し得ない場合が多いことを物語

っているo したがって育種改良による生産性がし、ち

じるしく阻害されているのが現状で、あるO

牛の乳房にきわめて弱い病原性菌の感染が集中し，

乳房炎の発生率が高まってきているが，このことは

豚でもいえるo 豚の畜肉性がきわめて高まった反面，

感染防御能はとくに晴乳期から離乳期にわるい。あ

たかも豚全体が牛の乳房の感受性のごとく，低病原

性菌に犯され，また日和見感染が持続する O さらに企

業養豚などで省力化による管理・環境上のストレス

はこれらによる発症率を高める。このような疾病を
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図1 剤形別抗生物質使用量の推移(純末)

⑪二宮幾代治:獣医畜産新報， 623号，蜘 (1974)より

群単位で排除し豚の有する本来の能力を発揮させよ

うとする技術のひとつに SPF豚による集団変換が

あるO

a・SPF豚の歴史

ー子豚を実験動物として使用する場合，障碍となる

のは母豚による晴乳である。一方，豚の移行抗体は

初乳を介して行なわれるので，出産直後母体から隔

離し，これを人工晴乳によって一般環境で飼育する

ことは育成上きわめてむずかしし、。この目的を遂行

するためには，いきおい胎児を無菌的に取りだし，

これに初乳を与えることなく規制された清浄環境で

飼育することになろう。一方，このことによって移

行抗体を子豚がもたないため，種々の感染実験にも

好都合な実験動物となるO このように初生豚を母豚

から隔離して飼育したり，無抗体の状態で実験を行

ないうるとし、う理由から SPF豚の生産がうながされ

た。ところで，いまひとつの SPF豚の作出理由は

後述するように， SPF豚による集団変換計画

Swine repopula tion programである。すなわち，

現在の豚集団 conventionalswine herdを SPF豚集

団で置換えてゆこうとするものである。

SPF豚生産に関する最初の報告は Youngによっ

てなされ現在の SPF豚の作出飼育技術およびこれ

による感染実験の基礎はYoung & Underdahl (2) の

開発に負うところが大きし、。現在では豚生産頭数の

多い国々のほとんどは SPF豚生産施設を有してい

る。

ッ SPF豚の作出と飼育

SPF豚の作出方法は必ずしも一定の方式にきめ

られているわけではなし、。しかしその理論はつぎ

のようであるO すなわち，豚の胎盤はその構造の上

から特定のウイルスや原虫以外の病原微生物が通過

しえなし、。したがって胎児は無菌の状態にあるので，

これを妊娠末期に無菌的に摘出し清浄な場で人工乳

飼育されたものは流行性肺炎 CSEP)，萎縮性鼻炎

CAR)，豚赤痢などから開放される。

摘出は子宮切断術および帝王切開の 2種類があり

いずれも分娩予定約 2日前に行なうが，子宮頚が開

く直前ですでに初乳の分泌が見られる時期がもっと

も成功率は高し、。このような無菌的な胎児摘出およ

びその後の飼育には一定の技術および設備を要する

が，これの詳細については波岡 C3， 4)を参照され

たい。わが国には公的機関 3カ所にこのための施設

があるo ここで摘出されたものはプライマリー

C pr imary ) S P F豚とよばれ，これが基礎となって

次代からは自然交配，自然分娩による増殖が開始さ

れる。これをセカンダリー Csecondary)S P F豚と

いう。プライマリー SPF豚は除々に非病原性ある

いは有用な菌群と接し 10旬以上になれば病原微生

物を除く一般の菌をほぼ腸内菌叢として保有するo

SPF豚は無菌(germfree)豚としばしば混同され

てきたが，両者はその状態において全く別物である。

SPF豚の畜産目的への導入理由

一見健康にみえる豚に種々の疾病が複在し，密飼

や不良環境などのストレスによって多数の豚が発症

し，かつ慢性化することは日常経験するところであ

るO これによって飼料効率の低下や薬剤費支出の増

大が養豚経営に大きな問題となっており，この傾向

は年々強くなっているo 表 2には 1972年度における
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畜種別の疾病による損失をあげた。本表からも明ら

かなように，豚の疾病によって蒙むる損失が最も大

きし、。また図 2および表3には 1例として SEP擢

患豚の発育が健康豚のそれに比べていちじるしく遅

延する状況をあげた。これらの資料からも明らかな

ように現在わが国における養豚は数多くの根治不能

表 2 わが国における畜種別の主な経済損失の推定

畜種 病 名 等 金 額 摘 要

億
乳 1乳房炎 約 73.0 発生率 27.2%
用 2.繁殖障害 約 26.2 発生率 20.0%
牛 計約 99.3

用牛肉
1繁殖障害 約 11.0 発生率 10.8%
2.呼吸器寄生虫 約 41.9 発生率 32.4%
3.と畜場廃棄 約 6.8

計約60.7

豚 1.SEP.AR 約 238.9 発生率 57.す%
2.と畜場廃棄 約 18.5l異経常初産産産出106現57率Z 95 3死流産 約 27.9

4.胃潰蕩 約 47.0
計約 332.4

鶏 1."レック病及
び呼吸器病

採卵鶏 約 126.9
ブロイラー 約 73.4

計約 200.1

メ口L 計 約 698.7億円

位〉農林省畜産局衛生課 (1町2):家畜衛生週報No.1182
から。

表 3 SEPとARが豚の発育に及ぼす影響

調査例白〕豚の発育と SEP，ARとの関係(米国)

9o kg 到
区分 1--- ~150 日 1 ~170 日

健康豚群
SEP，AR感染群

調査例 (2)S EPと出荷日令(日本)

区 分

SEP感染群

の日和見感染に悩まされているO 一方， SEPなど

末だに確実な生前診断法もなく，またワクチン化の

見通しも程遠いが，現実にARとの混合感染率が高

く，これがまた三次，四次感染の引き金になる。こ

のような理由から， SPF豚が畜産目的に応用され

るようになってきたが，これらの利点としてつぎの

図2 病豚および健康豚の出荷日数の比較
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ことがあげられるo 1)事故率が少ない 2)飼料

要求率が低い 3)肥育日数が短かく豚舎の回転が

よい 4) 1日当りの増体がすぐれている 5)衛

生費が安くつく 6)薬剤の飼料添加規制に関係な

く飼育できるなどであるo 表 4には千葉県養豚試験

が県下に普及・促進している SPF豚の平均的な発

育状況を示した。ちなみに，わが国における肥育豚

500頭以上を飼育する養豚場の平均的な飼料要求率

は 4.3であるo さらに SPF豚 1頭に対する衛生費

は平均 400円であるのに対し一般豚のそれは.

2，4 0 0 - 4，0 0 0円ときわめて高し、。

.表4 SPFsE育豚の発育基準時船

よぞ 所要日数
1日平均 飼料

増体重 要求率

30kgまで 80日 375 g 
30~ 60kg 38 790 2.4 
60~ 100kg 47 850 3.0 
30 ~100kg 85 823 2.8 

100kg時点日令 (165) 

※ S econdary S P F豚(F1)

SPF豚の管理規制

SPF豚を飼育するに当ってきわめて高価かつ大

がかりな施設が要求されるという誤解があるが，一

般的につぎのような管理法にもとづき，これを守り

うる最低限の条件を満たせばよし、。

SPF豚の飼育方法は特定疾病の再感染を防ぎ，

a・SPF状態を維持するために疾病が侵入しない環境

ーで飼育することが原則となるo したがって一般豚と

隔離飼育し，人，動物，飼料その他物品資材を介し

て病原徴生物が汚染しない条件が必要となるo

1 環境規制

1) 立地条件

a SPF豚舎を新設する場合には，一般養豚

場から 50m以上離れる必要があるO

b SPF養豚場の周囲は柵または防風林など

を植え，区域内への立入りを規制する。

2) SPF豚舎

SPF豚舎の構造およびその他一般豚舎と

特に相違はないが，出入口扉，消毒槽，消毒

施設(シャワー室， くん蒸室など)を設置す

ることが望ましし、。

3) 運動場

処女地がもっともよいが，既設運動場の場

合十分消毒するO

4) 交通規制

一般車輔， 人の交通を規制する。すなわち

専従管理者用車以外の乗り入れは禁止するO

2 管理体制

SPF豚の管理規制は，外部から SPF豚舎

へ病原微生物を持込むのを防ぐための管理方法

であるO

1) SPF豚の飼養管理に当っては，できるだ

け専従者が当たり，豚舎への立入りに際して

は，シャワー，風呂などで洗浄後，専用衣服

長グツを着用する。

2) 給与飼料はベレット化されたものを専用の

パラ輸送車または袋入りのもので運搬し，直

接養豚場内部への乗入れはさけるO

3) 敷料はオガクズまたはチップが望ましし、0

4) 豚舎内で使用する物品，資材等を搬入する

場合には消毒する。

5) 豚舎内外および運動場は生石灰などで定期

的に消毒するo

6) 各種予防注射，駆虫は一般豚と同様実施す

る。

いまこれらの規制条件を表 5にあげた。 SPF豚

の実用化については千葉県がモテソレ的に行なってお

り，それを一般養豚家，とくに多頭飼育自立経営農

家で試み，その団地化を目指している。これらの計

画を図 3および 4に紹介する。なお該計画の中心は

千葉県養豚試験場によって行なわれ，ここではプラ

イマリー SPF豚の作出，育成増殖育種改良および

実用化に関する試験研究が実施されているO

SPF豚実用化計画の概要

千葉県を例にあげると養豚試験場で作出されたプ

ライマリー SPF豚を中核種豚場に導入し，ここで

セカンダリー SPFの増殖，育種改良，産肉能力検

定などを行ない， SPF豚増殖基地として地域の S

PF豚自立経営農家群へSPF豚によって集団的に

変換してゆく。自立経営農場では中核種豚場から導

入したセカンダリー SPF(純種または一代雑種)を

用いて肉用素豚生産あるいは一貫経営による清浄肉
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表 5 SPF豚経営形態別環境管理規制

区 分 飼 養 条 件(規 制 条 件)

SPF豚中核種豚場 "完全規制"
(純粋繁殖一貫経営 1 1. 環境管理規制の原則に基いての規制。

"簡易規制"
1. 比較的環境のよい場所で，一般豚が附近にないこと。

SPF豚自立経営農家 2. 養豚場の周囲に柵を設け，出入口を規制する。
〈雑種繁殖一貫経営〉 3. 管理者は，豚舎出入に際し，必ず専用作業衣，長グツの取替，踏込消毒，手の消毒の上，

出入するD

4. 一般的な衛生管理につとめるO

"準無規制"

SPF肥育豚農家
1. 比較的環境のよい養豚場。

( 肥育豚経営)
2. SPF豚のみを飼養する(一般豚は飼養しない〉。
3. SPF豚用飼料の利用。
4. 一般的な衛生管理につとめる。

図3 千葉県 SPF豚実用化計画(模式図)

千葉県畜産センター養豚試験場 !一一一一一一一一一一一ISPF養豚団地|一一一一一一一一一一l
• PrimarySPF豚の作出育成

• Secondary S P F豚の増殖

• SPF豚の育種改良
.SPF豚生産利用に関する試

験研究，および指導
・SPF検定
・試験場の SPF化

一一一今

SPF中核種豚場

• SPF豚の増殖，育種
改良，産肉能力検定

SPFモテソレ養豚場

-経営，技術実証試験お
| よび SPlt'豚の増殖 I I ~一一一 l I _ ~_~~~.L.).~~v:A:-:::;'~ I 経営指導 | 

¥¥  |・一貫経営および繁殖経 I /ltt.t=JJI'l'T1' I 
----..._...._ I営 |

¥¥¥¥↑ JFJJ  J f J  

|家畜保健衛生 所 |
(県家畜衛生研究開 | 

|・ SPF綻
S問鮭指導(

SPF豚自立経営農家

一貫経営

繁殖経営

肥育経営

ノト

|一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一-i一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

千葉県 SPF豚研究会

• SPF養豚場の認定登録
• SPF豚の交流

• SPF豚に関する調整，連
絡情報交換，および指導

l千葉県|
注-→ SPF豚の流れ

一→SPF検定

一一組織のつながり

生産を行なう。また SPF豚の流れは養豚試験場→ SPF豚変換の具体的方法

• 

SPF中核種豚場→自立経営農家→と畜場へと一方 一般豚をSPF豚に代えることを集団変換(SPF

方向である。すなわち，管理規制の基準の内容によ swine repopula tion)といい，その変換の具体的な方

って次第に簡易な方向に流れるようになっているO 法は次の如くであるO
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図 4 SPF養豚場団地設置計画

千葉県(昭44)
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• 
1 既設豚舎を利用する場合

1) 環境条件のよい養豚場であること，すなわち，

一般豚舎から最低 50m以上離れる必要があるO

2) 付属施設として，出入口扉，消毒槽，消毒設備

(シャワーおよびくん蒸室)と外柵の設|置。

3) 豚舎消毒:一般豚をオールアウトし最低 30--40

日以上空ける。その問，徹底的に消毒する， a)床

面，天井，柵，腰壁および器具類をスチームクリ

ーナーで洗浄する。 b)洗浄乾燥後消毒剤を散布す

るO

4) 豚舎の柱，柵，その他豚の接触部位などには防

a‘腐剤またはペンキなどを塗布し，床面には石灰等

-をぬる。

5) 運動場の消毒:a)運動場の整地，凹地，水溜り

などには土入れし整地した後， 30--40日開放置す

るo b)その間殺虫剤(スミチオンなど)および石

灰散布による消毒を行なう。石灰散布量は坪当り

3 kg以上を基準とし， 20--30 cm堀りかえす。 2--

3週後さらに石灰を坪当り 1.0--1.5kg散布するO

6) 汚水溜，下水の消毒:消毒剤としてはサラシ粉

および塩化イソシアヌーノレ酸を用いるO 汚水溜な

どアンモニア量が多量に存在する所にはサラシ粉

が直接使用できるが，アルカリ性の場合には粗製

塩酸あるいは硫酸などで弱酸性にして散布するO

サラシ粉の濃度は溜め溶液の約 0.5%程度になる

ょう加えて撹持する。

7) 外来者，動物(犬，猫)，車輔の交通を規制す

ると同時に一般的な衛生管理につとめるO

新たに SPF豚舎を建設する場合には一般的な豚

舎構造に上記付属施設を加えるのみでよし、o

SPF検定

現在 SPF豚の飼育は北海道から九州、はで20数県

にわたっており，農場数も約60カ所以上となってい

るO これにともない種豚数も1979年末には約 30，000

頭に達している。すなわち， SPF豚の飼育頭数は

毎年漸増の傾向にあり，これらの維持管理について

検定の体制強化は益々重要になってきているO 参考

までに1976年度における SPF種豚の飼育状況を，

表 6および表7に示した。

現在わが国で SPF豚とし、う場合， 流行性肺炎(

SEP)，萎縮性鼻炎 (AR)，豚赤痢およびトキソプ

ラズマが不在でなければならなし、。一方， ヨーロッ

パなどでは一般に SEPおよびARのみをその不在の

対象としている国が多し、。したがって，ここでいま

一度わが国の SPF豚の具備すべき条件およびその

検定法について考えてみた。

いうまでもなく， SPF豚とは無菌の豚を指すので

はなく，あくまでも豚生産上経済的被害の大きい特

定の疾病が不在であるものをし、ぅ。またこれらの疾

病は現在根本的な対策すなわち，生前診断あるいは
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表 6 日本における SPF種豚の道県別飼育状況
(昭51.2末)

道県別 戸数 種雌豚数 種雄豚数 育成豚数 計

@目D 2?ァ @u (駒
北海道 2 300 50(1) 356 

青森 1 70 6 20 96 

岩手 4 415 28 138 581 

宮域 3 690 47 170 907 

山 形 3 80 6 30 116 

福島 3 1，150 50(2) 125 1，325 

栃木 3 530 38 253 821 

茨域 1 66 10 300 376 

群馬 2 110 7 20 137 

千葉 22 1，050 40(10) 337 427 

神奈川 1 24 6 19 49 

長野 4 335 17 400(1) 752 

三重 1 516 33 70 619 

奈良 1 161 13 15 189 

香 川 1 250 
来来

100 350 

愛媛 1 280 16 。 296 

岡山 14 736 15 486(5) 1，237 

宮崎 2 220 2 50(1) 272 

計 69 6，983 340(41) 2，583(日〉 9，906 

来()は戸数を表す 糊頭数不明

(注)日本 SPF豚協会:SPF Swine， 7， 12(1976) 

表7 日本における豚の職種別飼育状況

区 分 戸数 種雌豚数

公立 試 験 機 関 3 70 

農協 全農(中研〉 1 6.6 

系統 県連種豚場 1 85 

農家 28 1，400 

種 豚 場 3 1，642 

研究機関 1 50 

商 系 企業(商社)農場 4 1，130 

農 家 28 2，540 

計 69 6，983 

治療法が不確実なものを指す。しかしARやトキソ

プラズマの生前診断法として前者は Bordetella

bronchisepticaによる凝集反応，また後者は赤血球

凝集反応 (HAtest)が応用されているO したがっ

て単純に考えれば上述の各反応だが陽性であれば，

SPF豚ではないとも解釈しうるO ここに SPF豚検

定のむずかしさがあるのであって，当初検定を行う

場合に剖検所見をもっとも重視じたゆえんで、もあるO

すなわち，血清反応の成績と剖検所見によるそれと

がしばしば不一致の場合が多く，単に血清反応のみ

でSPF状態を否定することには慎重を要する。 現

にきわめて生産性のよい SPF豚農場で， ある豚が

トキソプラズマの HAテス卜が陽性であるとの理.

で，本農場を汚染農場として処理するか否かは論議

の別れるところであろう。そもそも畜産目的におけ

るSPF化は， その生産性すなわち飼料要求率の向

上，と場における内臓廃棄率の低下などであって，

これらの成績がきわめて良好で，かっと場における

剖検所見として鼻甲介骨の病変，増殖型のトキソプ

ラズマ症の兆候がみられない場合，その評価に短絡

があってはならなし、。

ARにおける凝集反応の成績，鼻鹿からの菌分離

および鼻甲介の変状の相関性が不一致であることに

ついては多くの研究がある一方， トキソプラズマの

HAテストの成績と虫体(シストを含む)の保有と

の関係についても不明な点が残されていることは周

(昭51.2末)

種雄豚数 育成豚数 計 • 
20 315 405 

10 300 376 

7 180 272 

29(4) 717(16) 2，146 

73(2) 473 2，188 

4 30 84 

46(1) 200 1，376 

151 368(26 ) 3，059 

340 2，583 9，906 

(注) 日本 SPF豚協会:SPF Swine，7，12(1976)よりD
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知の事実であるo さらに SEPに至つては，現状では

生前診断としての確実な血清反応の手技は未だ検討

段階であるO また豚赤痢で、は現在原因菌が明確化し

たとはいえ Treponema hyodysenteriae保菌(ca-

rrier) の問題あるいは血清反応による診断は困難

で，発症豚のみ確実な診断が可能である O しかし，

SPF豚農場で豚赤痢発症豚がみられた場合，もは

や当該農場はSPF状態にないといえる。

上述したような各疾病診断に関する種々の問題点

から， SPF豚の検定はあくまでも当初の方針通り

剖見所見を重視すべきであろう。剖検所見のうちと

くに肺病巣の診断に混乱がみられる。剖検の際，肺

.を観察するのは SEPの有無の判定のためであるが，

実際問題として肉眼所見のみで SEPか否かを判定

するのは困難な場合が多し、。すなわち， SEPの肉

眼所見はその他の肺病巣から比較的区別しやすい特

徴があるが，これとても似て否なる場合も多し、。某

地区の SPF農場でしばしばこれが問題となったこ

とがある。さらに肺に病巣が確認された場合，これ

を組織学的に検査することがもっとも望ましいが，

これにも誤診が多し、。すなわち，検査する人によっ

て異なった診断が下されることがままあるO

組織学的に SEPと判定するにはかなり熟練を要

する。その病巣の所見は病の初期中期，後期ある

いは二次感染による修飾された変状など複雑である。

一方，その所見がSEPときわめて類似するが， こ

れと異なるいわゆる惨出性肺炎exudative pneumo-

niaとの鑑別は比較的高度の知識が必要とされるO

.また， と場における検定の際しばしば無気肺や血腫

なども肺炎として記録される場合がある O 考えかた

によっては，し、かなる異常も見逃さないという慎重

さは評価されてよいかもしれないが，最終的にはこ

れらに対して正しい判定を下すところまで作業しな

ければならなし、。

SEPのもっとも確実な診断法は病理所見とともに

Mycoplasma hyopneumoniaeの分離であろうが，

後者はかなり高度な技術を伴うので現在一般業務と

して行なえる段階ではなし、。

つぎ、に問題となるのは検査の対象となる SPF豚

であろう。コマーシャル(セカンダリ~) SPF豚

はプライマリー SPF豚から出発して，原種豚，種

豚および肥育豚に大別されるO 肥育豚の供給は常に

上から下への一方的流れにより，下から主への流れ

あるいはその他の流れによって一般豚との混在は予

防されてし、る。したがって種豚基地が汚染するとそ

の影響は末端に対して大きし、。反面，末端の 1肥育

農場における汚染はその農場このみ止まり，他に波

及することはないと考えられるo このような視点か

らみると原種および種豚基地の検定がもっとも重要

かつ厳重でなければならなし、。すなわち，原種豚お

よび種豚生産基地は少なくとも年 3固定期的な検定

を波岡5)の方法に準じて行なう必要があろうo また

肥育豚のみ飼育する農場では異常豚の発生例，死亡

例およびと場における不定期検査でよし、。しかし当

該農場ではたえず肥育成績を記録し， SPF豚に本来

求められている生産性の纏認が必要となろう。検定

の実行機関としては農場の所在する家畜保健衛生所

(家保)，農水産省の諸機関，公的機関大学などが

考えられるO しかし日常的にもっとも接触の多いの

はそれらの所属する家保であるが，現時点では家保

は家保本来の年次計画を有している。したがってこ

こを利用しての特定業務については新たな事業計画

または国の助成が必要で，これに関しては今後 SP

F豚の普及に際して考慮されねばならない問題であ

るO さらに検定の記録を保存し，かっこれらに関す

る情報処理機構の設立も早急に検討すべき問題であ

る。

各国の SPF豚生産状況

現在養豚数の多い固には少なくとも SPF原種豚

農場が存在しており，最近のVeterinaryMedicine， 

Blood， Henderson & Radostits， 1978; Williams 

& Wilkins Co， 5th ed. にはこれに関しつぎのよ

うな記載がみられるo I新生期から肥育前期におけ

る各種疾病に対して薬剤投与や各種診断法が実施さ

れているが，これらはし、ずれも確実な効果は期待で

きず， SPF豚の集団変換によってのみこれが可能

であるo プライマリー SPF豚農場の建設は比較的

高度な技術を必要としかっ費用もかさtroまた集団

変換にはかなり長期にわたる計画となろう。したが

ってこれらを順調に遂行するには国の援助が望まし

し、。」

デンマークの食肉研究所において SPF豚の普及

率を試算すると今後10年間でそれが 100%になるで

あろうと予測されているO デンマークの SPF豚の
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出発は比較的遅く 1971年に始まったが，それ以後の

増加率はきわめて高い6)(図5)0 またフランス，ド

図 5 デンマークにおける SPF豚生産状況

SPF豚数
1，000伴侶

50 / 
/ 

/ 
〆

〆
〆

1974 I 

40 

/ 

.--'，/' / ----SPF農場数

一一一SPF豚数

30 

20 
d
F
 /

 /
 /

 ノ

，，
 

'' 
10 

1971 I 

イツ，スイスなどでも該豚に対する普及率が高まっ

ており，特にスイスのローザンヌ地方では種豚 50

頭以上の養豚場の SPF化は 100%であるO 米国で

は州によってまちまちであるが普及率は年々上昇し

ているのが現状であるO また台湾および北鮮では試

験的な SPF豚生産が行なわれてい.るo

わが国および米国では SPF豚に対する行政の見

解がヨーロッパのそれと多少異なり国の助成はほと

んどないが，日本における SPF種豚の種豚総数に

占める割合は1979年末現在 3%となっており，これ

が10%に達するにはそれほど長期間を要しないであ

ろう。したがって検定機関の整備およびそれらの情

報処理センターに関する充実が検討されつつ稼動し

ている状態が望ましし、。これらのモデ、ルを千葉県に

おける行政処置および運営にみることができょう。

一方， SPF豚農場といえども改良の進んだ系統

豚の導入は必要であって，とくに種牡豚については

定期的な血液更新が望まれるo 現在 SPF豚農場で

は運営面からこれらの事が若干おくれているため，

厚肪の傾向がみられるものもあり，これによる格落

ちは無視し得なし、。その反面，赤肉タイプの特定の

系統に多発しているムレ肉が SPF豚に全くみられ

ていないことは皮肉な側面であるO 今後の問題とし

て 1)一般種豚の精液を安全に SPF豚に人工受精

させうる技術の確立1 2)高能力種豚の SPFおよ

びその速かな普及があげられよう。

SPF農場における子豚の下痢(白痢)の発生率は

低いといわれているが，皆無ではなし、。また最近ヨ

ーロッパなどの報告をみると SPF農場における疾

病として重視されているものに晴乳豚の白痢とヘモ

フィルスによる肺炎とがあげられよう。これらの疾

病はいずれもわが国における SPF豚の不在の条件

にはなっていないが， ヨーロッパでは該疾病に対す

ワクチンが開発され，効果をあげているとし、ぅ。こ

のように SPF豚の生産を行なう場合，検定業務と

平行して新たな疾病の発生に対する監視とその対策

の検討を強化する必要があろう。

写真 l 千葉県下の SPF豚中核農場(千葉県畜産セン . 

ター・宮原強技師提供〉

写真 2 千葉県下の SPF豚農場における放牧場

(千葉県畜産センター・宮原強技師提供〉 • 
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